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ハノレトマン・フォン・アクエが最初に書いた叙事詩 Erec，der Wunderare 

















































































く，詩人の無根擦な幻想であるものもない。J(Reto R. Bezzola : Le sens 





















































































































































































"Dame! "， fet il， "droit an eustes， et cil qui m'an blasment 
ont droit. Aparelliez vos or androit， por chevauchier vos 





Als er vernam diu mare， waz diu rede ware， er sprach 
"der ist genuoc getan." zehant hiez er s1 o.f stan， daz s1 sich 































Nu reit der ritter Erec als in bewiste der wec， erne weste 




























この盗賊を "unschevaliers qui de roberie vivoit" (2796-2797) 1"盗みに
より生計をたてる一人の騎士」として登場させ，二人の従者と共に楯，槍をも
ってかなり長くエ-Vックと封等の闘いをつづけさせている。一方ノリレトマン
ではエ-V:tクの相手は "drieroubare" (3115) 1"三人の盗賊」であり，
"in waren bein und arme blδz: des Erec an dem sige genoz: 
si warn gewafent slehte， nach der rouber rehte: daz was Erecke 
guot. ir ieglich het ein isenhuot zuo einem panziere: des het er 















































ich wil iuch ze knehte han die wil wir sIn uf disem wege. 
nu nemet diu ros in iuwer phlege und bewart si alsδschδne 




Les trois chevaus li comandoit devant li mener et chacier， 
et mout la prant a menacier， qu'ele ne soit mes tant hardie， 


























グィグνィツとの二度目の冒険一(7)宮廷の喜び(Joiede la curt)-(8)アー サ
ー王の宮廷への最後の蹄還一(9)カルナントへの蹄還。
上のようなものであるが， ζの中で(2)と(5)はエニーテの美しさに心をうばわ




を， 前後lζ照臆し合う aventiureを各々三つづっ持つ二つの aventiure の
















ez hete der herre guot gelucke unde richen muot unde hete 





"ich han verre geriten und solhe arbeit erliten daz aller 
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mines herzen rat unwilleclichen stat." der herre dâht~ "er ist 









swelch man tc町 lichetuot， wirt im's gelδnet， daz ist guot. 
sit daz ich tumber man ie von tumpheit muot gewan so grδzer 
unmaze daz ich fremder straze eine wolde walten unde vorbe. 



































ついては詳細恕報告があり， また "De lui vos sai verite dire， qu'il 






















































ich sage iu daz dar umbe mure noch grabe gie， noch in dehein 
zun umbe vie， weder wazzer noch hac， noch iht daz man 











は欲しいだけ食べる ζとはできたが，残 9 たものは持ち出すことができず，そ
のままにしておかねばならなかった。乙こには，この庭園そのもののように，
外界に封して閉ざされた愛を営む一組の男女が暮しており， しかもこの二人は
adel (高貴)， minne (愛)， triuwe (誠貰〉のすべての要件をそなえている
ようである。婦人はエニーテに次いで乙の世で最高に美しく， 騎士の勇敢さは
ならびない。 しかも彼等の住む故にこの庭は喜びをすっかり失って I wan 
mit mir was im benomen elliu sIn wunne gar und was et schaner 
frouden bar. 9592-9594)宮廷の喜びは全く消え去った。 (sδistet ]oie 




























ich weste wol， der salden wec gienge in der werlt eteswa， 
rehte enweste ich aber wa， wan daz i'n suochende reit in grδzer 
ungewisheit， unz daz ich in nu funden han. (8520-8525) 
仕合せへと通ずる道が，この世のどこかにあることはよくわかっていました
が，それがどこだかわからなかったのです。ただ私はそれを求めて非常に不た
しかな旅をつづけました。とうとう私は今その道を見付けたのです。
今まで一つの場所に止まるととなくつづけられた旅が，ぺネフ νyクの館で
の十四日閣の滞在によって終り，時の推移を軸として成立っていた叙事の進展
が，乙の時ととなった次元へと置きかえられたことは珠測されたが，ここに全
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く時間性から隔絶した一つのア VゴDー の世界が聞け，物語がふたたび現貫的
な道筋にそって進行する時，それはこのア Vゴリーの生み出した別の平面を進
んで行く。物語の進行が時の流れを中断してそこに時間の外に買がるア Vゴ3
ーの世界をあらわし， それによって時閣の支配する現貫を高所から解析した
後，先の現貫的なものを縫績させている。
乙の庭園のアレゴリーではハノレトマンがきわめて忠貫i乙原擦を踏襲している
が，物語の結末は非常にちがっている。ク Vテアンではアーすー王がナントで
エ-V;1ク夫妻l乙王冠をさずける儀式の有様をったえて物語が終っているが，
ノリレトマンはエ-V;1クが父王の死後，故郷三F・スト Vガ-Vスの王となり，そ
の主都カノレナントでエニーテと生活する様子をえがいている。ハノレトマンはそ
れによって，乙れまでの官険の意味を蹄納し，彼等が最後的i乙達した境地を示
すのである。
「侍えられた物語が彼についていう所では笛時生きていた人々のうち，多く
の国々でその功業によって彼以上の賞讃を得た者がないほどであった。彼はた
たえられて『驚異の勇士，エー V ;1ク』と呼ばれた。彼については彼の本健と
影が，あらゆる圏々にあまねくあるといった風であった。そのような乙とがど
うしてあり得たかと聞かれるのか。彼の肉鐙がどこかにあれば，彼の賞讃は他
の場所にあった。それで世界は彼で満ちていた。何人も嘗時彼ほどよくいわれ
る者はなかった。J(10036--10052) 
. i王自身今ではできる所ではどとででも彼女の希望を写重した。だがそれが
彼にふさわしい限りにおいてであり，以前彼がしたように彼女のために怠惰に
なることがなかった。なぜなら彼は名審にかなった生き方をしたのであり，そ
れで蹄はこの地上の王冠を彼l乙輿えた後，父親らしく彼とその妻に永遠の生命
を興えられたのだ。J(10118--10128) 
乙こでは，きわめて象徴的な言葉で倫理的な理想の次元が語られているので
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ハルトマンの叙事詩「エーレック」
ある。そして締郷と即位がそのまま内的街佳よりの締郷を意味している。ハル
トマンの外的な事件の展開はつねにこのような内的展開への最も直接的な指示
となり，中世的で素朴な雨者の一致によって彼の文筆は特色づけられる。
- 51ー
